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月刊 • え c てびあん- n ) ii と語ろう • n 川に生きよ〇 


通巻26号 





S 月 23 B pmG : M 〜 

丈益お fc ッ 

万^ t み二し众 

塞月 24 B 

令£し pm 2: M ^ 

み：ぃ山蜂.丈鼓 • 

於:和從糸口-辛 


析しいヴィーナスの H 生 


■漂!! 裸婦展 i 

§j n 61 年 9 月 4 B 期 4 9 q 9 日吮 

後 m 619 9 All 日，木こ 9 月 160 洲 

鼴一会 it A 川ビル 

K 二金 4 羼聲 

主 _ 立川ビル»«!，队〇 
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パ—ジユだつた。デクバ—ジユは 
雑这やポスタ—などの松を切り抜 
いて板などに貼り、その上に加工 
を施してアンチック调に仕上げる 
手 S だ。： IE じ材料を使っても簡取 
に仕上げることも出来るし*手問 
をかけて凝つた仕上げにすること 
も出来るという®そんなところが 
自らを不»用な人間と称す•除さん 
が始めやすかつた理由と Is うが、 
さすがに凝り性だけあって出来あ 
がる作品は不器用な人が作る作品 
には程速い素 IF らしさだ • 、 

| 真如苑だより 一 

残*きびしぃ昨今ですが 、: 
吹く！1{にう「すらと秋を.«*ヒ 
るようになりました，いかがへ 
{お®しですか* 

今月も典如苑では.皆さま. 
.,*'■ のおこしをお待ちしておりま) 
.す0お気桂に•どうぞ* 

) •日時9月13日出 

午後 2 時 I4 時 
• 御本尊*典如宝物館をはじ 
めとして映画など盛リだくさ 
{んの用意がしてございます。 

• 立川市民{成人 > に限らせ 
て頂き 

.: • お申し込み 

は「えくてびあ ^ i 
ん•コンパニオ 

ヘン j (本 a : を手 
(饞してくれた 

{人>へビっぞ" 




いぅ異例の結束。，立川人の誇り* 
を表現したいものです • 

この哚、来年のことを語っても 
才 - I は笑わないと•当人が申して 
おります。 


☆〆 切/10月10日 s 
☆送り先/えくてびあん«菜工房 
立川カレンダ—製作係 

東京都3:川 m 榮嶙町 2-4 -II 
フ r インビルヂィング 3 F 


m れた あ， 

WMm 

U の收擯 f 3ノご2」の S ツサ 

■聲41 

ipf - 


奸菜に名前をつけて 今日の 収穫 
を侍ち望んで いた 子供たち•実り 
に岣を おどらせた ◊土の中から手 
品のようにゴ □ ゴ CT 「オジヤガ さ 
まの宵ちかたが料った」と子供は 
歓声をあげた。虫喰いだらけのミ 
スタ— キヤべツが いとおしく、お 
ししのような歯並びの卜—チヤン 
n — ンが笑う。手にした作物に费 
さもふつと び- 1ツカと 笑いかける 
子供。野菜の成長を肌で感じ、一 
つ•つが 斬し い体験。照りつける 

太糂、汗が ft のようだ。どの顔も 

口堍けに铕を光らせ、〃お•白姓さん 

ありがとう#の思いでありました。 


► 1かに宾リ"心も赛リ"なんともスガ 




立川クイズ 

玉川上水 U 約七キロメ—トルに 
わたり立川市内を流れてい f が • 
この|«1、檐はいくつかかっている 
でしょうか。 

①6 @11 ③ 16 ④ 21 ⑤ 26 
〔8月号の答え〕明治22年当時、甲 
武软 ifili 上等，中等、下等と三つ 
のランクに分かれていてド*で22 
钱でした。中^が 44 ST 上等は66 
銭でした"ちなみに22«は今の金 
額でいうと、だいたい千八百 W ぐ 
らいだといわれています。今日、 
立川〜新涫問が380| 1 1ですから、当 
時の鉄 is は、やは9 ♦高級♦な乘 
物だったょうです。 答えは② 

表紙は語る 

表紙の作品は、立川駅ビルの朝 
H カルチヤ—センタ—にあるデク 
パ—ジユ教室{野 H 由紀子先生)の 
^啪子さんの作品だ。 \ 


@ あな S 一句 

『立 JII カレンダ—』を作りませんか？ 


來年にむけて、全国で•立川に 伴句、川 ！ r »語。11•七•五 
しかない，，ユニ—クな々レンダ—なら何でも結構。あなたの•ゆと 
を作りませんか"米^の一日 I H がモノをいぅカレンダ—です。 
が立川人からひねり出された|句 企画 . K 作は「ニユ—ス 0425 j 
によつて飾られます。 と 「えくてびあん」 のジョイントと 


/•表紙の作品は同じブリントを E 
枚切り抜いてていつたものだが、 
fs さんの手作りの歴史が I 枚一枚 
1ねられて味い深さが ffi 出される • 


.rlt-tr 令 (&^«rr J 1 I4- 
att 9 va>T •孑秀鲭 ^ -ud 

袖 rg - tt 科 
>7^. .^2. 

SDH n:w 




•ダイ T ナ妃以来，ご w 人の相子 
が再び脚光をあびたと竿合点、立 
川 Km にひねもす立ち尽し"相子 
美人> のご到来をお恃ち申し上げ 
たが、いないもんですなあ、なか 
なか。たまあに巡り遇い"声を掛 
けるとツーンとすまして小走りに 
去つてゆく。昔から美人薄佾とし 
たものです。 # ここにご S 場いた 
だいた II 人群こそ，心*たたかき 
方ばかりでして•ハイ。ウソだと 
思つたら、写真の上に手をあてて 
ご K なさい、はら？ J いでしょぅ。 
心あたたかき美人たちをご紹介く 
ださつたのは関 E さんと•デザ 
イナ—の森淑子さんです。 •「土 
をいじればイジメなくなる/ atl 者 
の実®でした。自然め大きさとぬ 
くもりを孓供たちに • • 秋めくや 
索肌のひとええくてびあん。 

6曝集} ttui 光久大”«子网供子勿*技子 
轉山清子 m 川9田中 E 子，野黴 n 
一写 典) 天野7.典後猶 I 明杏田！！治 
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発行所えくてびあん級集 H 男 
東京都 JI 川市柴崎町 2-4— II 
ファィンビルディング 3 F 
&这 〇 四 二 五 goo 82 
*集人立并啓介 
発行人沖野*男 
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丹^を亡めましたなど造花 (1 め 
立らそばに著をつければベルが^〇 


¥ 


どびだすな車が•ひつく qi たいへん 
やつてるかい 一*ど3つて右左 


立川•歴史のひとコマ 

令 玉川上 水 

徳川家*が入城した天•止十八 ¥ 
U 3 L 九〇 >頃の江 rf は、ほんの小 
さな城 •卜 町でした。当時は今の日 
比谷公 lii あたりまで海辺で井戸水 
は塩奪く •江戸 
城 周辺の人々は 
流れ水とごく少 
数の并 11 を 锒つ 
て生活して. 

した。 4府 W 玟 
一六〇三 >とと 
もに&膨張を統 

ける江戸住民の飲み水の確保は 慕 
府の念務で•まず 神 田上水(五 
九〇 >♦ 嫌いて玉川上 水 < I 六五〇》 
が M 削されていつたのです。 



玉川上水は、羽村で取り入れた 
多摩川の水が乎扭な武*野の台地 
を通り四谷大木戸に至ります。江 
户への給水といぅ B 的以外に、こ 
め上水は水に乏しい武蔵好の新 m 
開発に多大に貧献し•生活用水の 
ほかに灌教に L « 用されました。 
砂川の閑発もこの上水なしには語 
れません。 

砂川は当初 a 残 
垠川に沿って闍 &I 
が進められました 
が 、 h ホ 完成わず 
か四年後には砂; II 
分水が現在の松中 
梅近くに m かれ， 
斯田開発に： s # がかかりました。 
さらに I 七二 c ¥ には現在の昭 ft 
市抒岛のあたりから殿ケ谷分水が 
引かれ、西砂川方面の水 m 地を潤 


していったのです U これらの分水 
は昭和三までの ft きにわた 
リ裊家の生活に様々な ffls を亨ぇ 
統けました。 

この全長四三キロメ—トルに及 
ぶ JL / II 上水を、年あまりで^成 
させた技|«は世界の±木丁事の* 
史に残る俺れたものですが、工事 
を捎钗った玉川兄第は土地の则髮 
や上 Sr の適否の (» 査など苦心悻懦 
しました® 

その苦心ではこんなエビソ lb 
もあ〇ました。当時は铕密な澍徵 
器具などない時代ですから土地の 
点低差を调べるのに，夜問を利用 
して近い所は«ねた線香を人夫に 
持たせ•速い所は提灯を持たせて 
歩かせて，その火の光の上下にょ 
つて上地の高低を測ったといぅこ 
とです。 <K • K > 


秋の海見にゆく話しこわれけり 
1*田南雀子さん <羽衣町> 







































































創る人がいて 一 3 — 

味わラ人がいる 

この •》 なる当り前の世界 





フランス料理 ■» マル 
グリ — j M 店は去年の 
六月と云ぅから"まだ 
I 年少々の新進•海の 
ものとも山のものとも 
つかないと云われなが 
ら、海のものも山のも 
のも、手探ょく料理し 
て、少しずつ*マルグ 
リ！フアン*が場えて 
きつつある U シ H フ小林 
勇夫さんのゥデはまだ 
まだ*全とは云えな 
い、今年あたりが正念 

場か，錦町3-22 

舴ビル024* 5 !4 









